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【手続補正書】
【提出日】平成21年4月17日(2009.4.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　陽極と、
　陰極とで、少なくとも一層の機能層を挟んだ有機エレクトロルミネッセント素子におい
て、
　前記機能層は、前記陽極上に形成されたホール注入層と、少なくとも発光機能を有した
発光層と、前記ホール注入層に対向するように、前記発光機能を有した層の上に形成され
た電子注入層とで構成され、
　前記ホール注入層および電子注入層を、共に遷移金属酸化物層で構成するとともに、
　前記陽極を、前記発光層よりも仕事関数の小さい金属または金属合金で構成した有機エ
レクトロルミネッセント素子。
【請求項２】
　請求項１に記載の有機エレクトロルミネッセント素子であって、
　前記陽極は、透光性の基板上に形成されたアルミニウムまたはアルミニウム合金層であ
る有機エレクトロルミネッセント素子。
【請求項３】
　請求項１に記載の有機エレクトロルミネッセント素子であって、
　前記陽極は、透光性の基板上に形成された銀または銀合金層である有機エレクトロルミ
ネッセント素子。
【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれかに記載の有機エレクトロルミネッセント素子であって、
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　前記発光機能を有した層はデンドリマー構造をもつ少なくとも１種類の高分子物質から
なる発光機能を有した層を含む有機エレクトロルミネッセント素子。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれかに記載の有機エレクトロルミネッセント素子であって、
　前記機能層は少なくとも１種類のバッファ層を含む有機エレクトロルミネッセント素子
。
【請求項６】
　請求項５に記載の有機エレクトロルミネッセント素子であって、
　前記バッファ層が高分子層で構成される有機エレクトロルミネッセント素子。
【請求項７】
　請求項１乃至６のいずれかに記載の有機エレクトロルミネッセント素子であって、
　前記遷移金属の酸化物層が、モリブデン酸化物を含む電荷注入層である有機エレクトロ
ルミネッセント素子。
【請求項８】
　請求項１乃至７のいずれかに記載の有機エレクトロルミネッセント素子であって、
　前記遷移金属の酸化物層が、タングステン酸化物を含む電荷注入層である有機エレクト
ロルミネッセント素子。
【請求項９】
　請求項１乃至７のいずれかに記載の有機エレクトロルミネッセント素子であって、
　前記遷移金属の酸化物層が、バナジウム酸化物を含む電荷注入層である有機エレクトロ
ルミネッセント素子。
【請求項１０】
　請求項１乃至９のいずれかに記載の有機エレクトロルミネッセント素子であって、
　前記陽極は、複数に分割形成されており、
　前記遷移金属の酸化物層が、前記複数の陽極を一体的に覆うように形成されホール注入
層を構成した有機エレクトロルミネッセント素子。
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